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旬菜
レシピ

しゅんさい

旬 の お 気 軽 料 理

サクッと軽いタケノコとふんわり
メレンゲが春らしい一品。タケノ
コのカリウムが余分な塩分を整え、
食物繊維が腸の調子をサポート。
チロシンがだるさを和らげ、卵の
たんぱく質が体力回復を支えます。

調理時間 約30分【材料（８個分）】

ポイント
フードコーディネーター 前田  茂子

【作り方】

1 卵黄にAを混ぜ、薄切りにした水煮タケノコにからめる。
※トレーに薄切りにしたタケノコをざっと並べ、Aを混ぜた卵黄を
回しかける。
※タケノコは、割れやすいので優しく扱ってください。

ひと手間かけて

4 卵白を泡立て、メレンゲを作る。８分立てになったら、
白だしを数滴（小さじ１/３程）入れ、角が立つ程度（９分立
て）のメレンゲにする。

※片栗粉をからめると、3でタケノコ同士がくっつきやすくなり
ます。

2 1に片栗粉を振ってからめる。

水煮タケノコ…………………
　　横に1～2㎜ほどの薄切りにして
　　根元の方は大きいので半月に切る
卵 ……………………………
　　卵白と卵黄に分ける
スライスチーズ………………
　　1枚を縦に2枚に切る
　　白だし……………………

　　みりん……………………

片栗粉 ………………………

粗挽き黒コショウ……………

約300g

2個

1パック（5枚）

大さじ1

小さじ2

大さじ3

少々

A

5 3の上にスライスチーズ、メレンゲの順でのせ、オーブン
トースターでメレンゲの表面が乾き、上の部分に軽く焼き
色がつくまで低温で約5～6分焼く。 ※焦げやすいので注意。
仕上げに粗挽き黒コショウを少量振る。

冷えた時は、必ず電子レンジかオーブントースターで温め、
チーズが少し溶けるくらいで召し上がってください。

3 アルミホイルに 2を少しずつずらして
5～6枚重ね、オーブントースターで約
7～10分焼く。タケノコ同士がくっつい
て離れなくなり、ほんのり焼き色がついたらOK！ 
※高温すぎるとくっつく前に焦げるので注意。

タケノコを重ねる

タケノコ
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Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
か
ご
し
ま
で
は
、
県
内

各
地
に
獣
医
師
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

そ
の
業
務
は
日
々
の
診
療
や
損
害
防
止

に
と
ど
ま
ら
ず
、
繁
殖
や
飼
養
管
理
の

助
言
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　
鹿
児
島
県
で
は
、
地
域
に
よ
っ
て
畜

産
の
経
営
形
態
が
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

気
候
や
飼
養
環
境
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
求

め
ら
れ
る
対
応
は
一
様
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
獣
医
師
に
は
一
頭
一
頭
の
状
態
だ

け
で
な
く
、
そ
の
先
に
あ
る
農
業
経
営

も
見
据
え
た
判
断
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
本
特
集
で
は
、
鹿
児
島
県
の
畜
産
を

支
え
る
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
獣
医
師
の
仕
事
と
、

そ
の
判
断
の
裏
に
あ
る
思
い
を
紹
介
し

ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
獣
医
師
が

担
う
役
割

NOSAIかごしまの診療拠点

沖永良部島与論島

徳之島

奄美大島

喜界島

熊毛エリア熊毛エリア

本土エリア本土エリア

南大島エリア南大島エリア

大島エリア大島エリア

北薩家畜
診療センター

中部家畜
診療センター

・曽於家畜
  診療センター
・家畜臨床検査
  研修センター
  東部検査所

肝属家畜
診療センター

南薩家畜
診療センター

熊毛家畜
診療センター

大島家畜診療センター

南大島家畜診療センター

家畜臨床検査研修
センター
西部検査所

屋久島

種子島種子島

6人

令和８年３月１日現在

本所本所

★★

★★

★★

★★

★★

★

★
★

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
獣
医
師

か
ご
し
ま
の
畜
産
を
支
え
る

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
獣
医
師

か
ご
し
ま
の
畜
産
を
支
え
る

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
獣
医
師

か
ご
し
ま
の
畜
産
を
支
え
る

17人

22人

17人

15人

3人

33人

10人

23人

特 集

獣医師数
家畜診療センター
診療所

★★
●
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判断の重みを知り、信頼に 応える

れ
ま
で
多
く
の
症
例
に
向
き

合
っ
て
き
ま
し
た
が
、
治
療

の
判
断
に
迷
う
場
面
は
今
も
あ
り
ま

す
。
特
に
命
に
関
わ
る
選
択
を
迫
ら

れ
る
と
き
ほ
ど
、
慎
重
さ
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
積
み
重
ね

て
き
た
臨
床
経
験
を
若
い
獣
医
師
に

伝
え
、
安
心
し
て
診
療
に
臨
め
る
働

き
や
す
い
職
場
環
境
を
整
え
る
こ
と

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
結
果
が
思
う
よ
う
に
出
な
い
こ
と

も
あ
る
仕
事
で
す
が
、「
何
事
に
も
真

面
目
に
誠
実
に
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、
畜

産
農
家
の
皆
さ
ん
や
仲
間
か
ら
信
頼

さ
れ
る
獣
医
師
で
あ
り
続
け
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

MY TOOL

若い頃に先輩から教わって作った産科ロー
プ。今も現場で使い続ける、大切な相棒
です。

こ

育てる一頭一頭と向き合い、信頼を

生
時
代
に
参
加
し
た
実
習
で
、

産
業
動
物
獣
医
師
と
し
て
の

働
き
方
に
魅
力
を
感
じ
、
こ
の
道
を

選
び
ま
し
た
。
現
在
は
臨
床
検
査
研

修
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
プ
ロ
フ
ァ

イ
ル
検
査
を
通
じ
て
飼
養
管
理
の
見

直
し
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
牛
の
状
態
は
一
頭
一
頭
異
な
り
、

同
じ
病
気
で
も
対
応
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
牛
だ
け
を
診
る

の
で
は
な
く
、
農
家
と
対
話
し
、
背

景
を
含
め
て
診
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

　
知
識
と
経
験
を
積
み
、
気
軽
に
相

談
し
て
も
ら
え
る
獣
医
師
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

MY TOOL

子宮捻転整復棒は鉄工所の特注品。女性獣
医師の交流から生まれた、力仕事を支える
現場の知恵です。

学

信頼され安心を届ける獣医 師を目指して

い
頃
か
ら
沖
縄
の
闘
牛
が
身

近
に
あ
り
、
治
療
で
牛
が
元

気
に
な
り
農
家
の
方
を
笑
顔
に
す
る

姿
に
憧
れ
て
獣
医
師
を
志
し
ま
し
た
。

畜
産
が
盛
ん
な
鹿
児
島
で
、
繁
殖
か

ら
肥
育
ま
で
幅
広
く
学
べ
る
点
に
魅

力
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
だ
引
き
出

し
は
少
な
い
で
す
が
、
分
か
ら
な
い

こ
と
は
先
輩
に
相
談
し
、
基
礎
を
大

切
に
一
つ
一
つ
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
治
療
で
子
牛
が
回
復
し
、

農
家
の
方
が
安
心
し
た
瞬
間
に
、
こ

の
仕
事
の
や
り
が
い
を
実
感
し
ま
す
。

少
し
ず
つ
で
も
信
頼
さ
れ
る
獣
医
師

を
目
指
し
て
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

MY TOOL

イエローマスタード色の聴診器。青い防護
服と合わせるのがひそかなポイントです。

幼

　臨床検査研修センターでは、血液検査や検診
を通じて、病気の早期発見や原因の特定を行い
ます。結果を診療や飼養管理の見直しに反映す
ることで、地域の畜産を多面的に支えています。

　NOSAIかごしまには140名を越える獣医師が
在籍し、日々、組織としての”チーム診療”で現
場を支えています。
　年齢や経験、専門分野の異なる獣医師が情報
を共有し、誰が対応しても一定水準以上の診療
を行える体制づくりを重ねてきました。急な事
故や症例に迷う場面でも、仲間と議論しながら
最善策を導き出す。それが、長年積み上げてき
た私たちの強みです。
　農家の皆さんの安心を、個人でなく組織とし
て支えていきます。

現場を支えるさまざまな業務

データで診療や飼養管理を
バックアップ1

学会や講習会で診療技術の
向上を図っています2

　獣医師は、
日々進歩する
獣医療に遅れ
をとらぬよう、
常に知識や技
術を取り入れ
ています。学
会や講習会などで最新の研究成果に触れ、家畜
診療の技術向上や損害防止等の推進を図ってい
ます。

吉田 耕盛 獣医師
曽於家畜診療センター
よし  だ　  こう せい

米山 友佳子 獣医師
中部家畜診療センター
よね やま　 ゆ   か   こ

知花　宝 獣医師
北薩家畜診療センター
ち  ばな　   たから

―３人の獣医師が話す、仕事への思い

獣医師歴

1年

獣医師歴

5年

獣医師歴

31年

チーム診療で
頼れる存在を目指して

家畜診療部　部長

春田 竜也 獣医師
はるた  たつや

4NOSAI かごしま5



福
﨑
花
卉
園
芸

福
﨑

　誠 

さ
ん

　鹿
屋
市
串
良
町
で
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

39
・
５
㌃
を
栽
培
す
る
福
﨑
誠
さ
ん

（
70
）は
、
11
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
30

品
種
、
年
間
約
14
万
本
を
出
荷
す
る
。

「
好
き
で
始
め
た
花
づ
く
り
。
手
を
止
め

ず
に
工
夫
を
重
ね
て
き
た
」と
笑
顔
で

話
す
。

　心
を
奪
わ
れ
た
一
輪
の
花

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　29
歳
で
大
阪
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
福

﨑
さ
ん
。
農
業
と
は
別
の
仕
事
を
し
て

い
た
が
、
キ
ュ
ウ
リ
農
家
の
父
が
趣
味

で
育
て
て
い
た
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
に
心

を
奪
わ
れ
た
。「
こ
ん
な
花
を
自
分
の
手

で
育
て
る
仕
事
が
し
た
い
」と
就
農
を
決

意
し
た
。

　周
囲
で
は
電
照
ギ
ク
の
栽
培
が
主
流

だ
っ
た
た
め
、
当
初
は
電
照
ギ
ク
を
中

心
に
、
裏
作
と
し
て
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

の
栽
培
を
始
め
た
。
当
時
は
指
導
者
も

お
ら
ず
、
情
報
源
は
専
門
書
の
み
。
病

気
や
生
育
不
良
に
悩
み
な
が
ら
も
、「
大

切
な
の
は
失
敗
を
ど
う
改
善
す
る
か
。

繰
り
返
し
考
え
て
き
た
」と
振
り
返
る
。

栽
培
を
本
格
化

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　転
機
と
な
っ
た
の
は
、
台
風
で
電
照

ギ
ク
の
親
株
が
全
滅
し
た
こ
と
だ
っ
た
。

「
思
い
切
っ
て
一
本
に
絞
ろ
う
」と
決
断

し
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
専
作
へ
と
舵
を

切
っ
た
。

　福
﨑
さ
ん
の
栽
培
で
は
、
一
番
花
を

収
穫
し
た
後
、
株
を
切
り
戻
し
て
仕
立

て
直
し
、
二
番
花
を
収
穫
す
る
。
１
株

か
ら
２
度
収
穫
で
き
る
点
が
特
徴
だ
が
、

課
題
と
な
っ
た
の
は
二
番
花
の
収
穫
時

期
だ
っ
た
。
一
番
花
は
定
植
時
期
を
ず

ら
す
こ
と
で
分
散
で
き
る
が
、
二
番
花

は
環
境
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
条
件

が
重
な
る
と
６
月
に
集
中
し
や
す
い
。

作
業
負
担
が
増
え
る
だ
け
で
な
く
、
市

場
価
格
が
下
が
る
時
期
と
重
な
る
こ
と

で
収
益
面
に
ロ
ス
が
生
じ
て
い
た
。

収
穫
時
期
を
分
散
し

収
益
向
上
へ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　そ
こ
で
、
一
番
花
の
収
穫
後
、
畝
ご

と
に
ビ
ニ
ー
ル
で
覆
う「
ト
ン
ネ
ル
被

覆
」を
導
入
。
地
温
と
湿
度
を
安
定
さ
せ

る
こ
と
で
生
育
を
促
し
、
二
番
花
の
収

穫
時
期
を
４
〜
６
月
に
分
散
さ
せ
る
こ

と
に
成
功
し
た
。「
作
業
の
平
準
化
に
加

え
、
市
場
へ
の
出
荷
が
供
給
量
の
少
な

い
時
期
と
重
な
り
、
単
価
向
上
に
つ
な

が
っ
た
」と
成
果
を
話
す
。

そ
れ
で
も
、

花
づ
く
り
を
続
け
た
い

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　近
年
は
体
調
を
崩
す
こ
と
も
あ
り
、

無
理
が
利
か
な
い
時
期
も
あ
る
。
そ
れ

で
も
、「
い
つ
も
支
え
て
く
れ
る
妻
と
共

に
、
面
積
を
減
ら
し
て
で
も
、
価
値
の

あ
る
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
を
つ
く
り
続
け

た
い
」と
ほ
ほ
笑
む
。

ふ
く
ざ
き
ま
こ
と

1ハウスを埋め尽くすトルコギキョウ 2「大好きな
トルコギキョウをつくり続けたい」と福﨑さん 3一
つずつ状態を見極める 4摘蕾作業の様子。残し
た蕾に養分を集中させる 

1

3

4

2
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公益社団法人全国農業共済協会

毎週水曜日 月4回発行

動
る
す
粛
自
を
行
旅
日
訪
で
湾
台

日
５
月
７
は
端
発
。
る
い
て
出
が
き

う
の
と
る
き
起
が
震
地
大
で
本
日
に

起
に
言
予
の
家
画
漫
の
本
日
。
さ
わ

ど
な）
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（ト
イ
サ
流
交
、
し
因

現
、
が
官
長
庁
象
気
の
本
日
。
散
拡
に
外
内
国
で

不
は
知
予
の
所
場
や
時
日
の
震
地
は
で
学
科
の
在

省
境
環
▼
に
態
事
る
す
調
強
と」
マ
デ
「し
と
能
可

、
め
と
ま
を
拠
根
的
学
科
の
動
変
候
気
の
新
最
が

を
見
知
的
学
科
ど
な
」
い
な
は
で
い
せ
の
動
活
間

見
く
重
を
状
現
る
い
て
れ
ふ
あ
が
報
情
る
す
視
無

対
化
暖
温
。
増
急
が
稿
投
で
年
半
こ
こ
に
特
。
た

摘
指
を
響
影
の
権
政
米
プ
ン
ラ
ト
な
的
定
否
に
策

Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
は
で
査
調
の
省
務
総
▼
る
あ
も
声
る
す

割
４
は
人
た
し
認
誤
と
い
し
正
を
報
情
誤
・
偽
の

拡
に
ど
な
人
友
や
族
家
が
人
１
に
人
４
、
え
超
を

容
内
の
き
驚
「は
由
理
散
拡、
だ
た。
た
い
て
し
散

知
工
人
は
年
近
。
代
時
の
多
過
報
情
▼
い
な
は
意

ま
込
じ
信
を
報
情
偽
、
し
使
駆
も
ど
な）
Ｉ
Ａ
（能

力
る
め
極
見
を
偽
真
。
る
あ
も
例
る
す
と
う
よ
せ

）
２
・
７
・
５
２
０
２
（

之
国
林
小

と
と
論
議
手
い
担
の
地
農

を
地
農
、
は
の
な
切
大
に
も

か
の
る
す
用
活
に
う
よ
の
ど

方
り
あ
の
用
利
地
土
う
い
と

地
農
ま
い
。
る
あ
で
論
議
の

な
ま
ざ
ま
さ
は
に

眼
差

が
し境

環
「
。
る
い
て
れ
ら
け
向

美
う
い
と
」
立
両
の
業
農
と

ば
え
例
、
に
元
の
念
理
い
し

も
設
施
電
発
光
陽
太
型
農
営

る
い
て
し
と
う
よ
れ
ら
め
進

て
い
向
に
電
発
光
陽
太
、
が

生
業
農
は
地
農
な
う
よ
る
い

農
営
。
る
い
て
い
向
も
に
産

い
お
に
域
地
い
し
厳
の
件
条

、
ず
き
で
分
十
も
電
発
は
て

な
れ
わ
行
も
体
自
産
生
業
農

始
れ
ら
見
も
態
事
う
い
と
い

。
る
い
て
め

、
が
だ
ス
ネ
ジ
ビ
は
業
農

ネ
ジ
ビ
の
求
追
益
収
的
期
短

そ
。
い
な
は
で
ス

の
幹
根
の
そ
て
し

所
て
い
つ
に
地
農

民
国
を
方
り
あ
の
用
利
と
有

な
う
よ
る
き
で
論
議
で
体
全

い
ら
か
側
業
農
を
け
か
げ
投

が
れ
そ
。
か
の
る
き
で
に
か

。
る
い
て
れ
ら
め
求

農
院
学
大
学
大
道
海
北
（

）
授
教
准
院
究
研
学

進
が
定
策
の
画
計
域
地

れ
さ
表
公
が
果
結
の
そ
、
み

が
体
治
自
は
画
計
域
地
。
た

な
に
と
こ
る
く
つ
て
し
導
主

業
農
は
て
し
と
実

も
Ａ
Ｊ
や
会
員
委

。
る
い
て
し
た
果
を
割
役

数
画
計
の
り
た
当
体
治
自

理
の
度
制
の
こ
、
と
る
見
を

は
で
国
全
。
る
が
上
び
か

・
２
は
道
海
北
、
区
地
６
・

的
域
広
で
内
体
治
自
は
れ
こ

こ
う
い
と
た
て
立
を
画
計
な

具
で
位
単
落
集
。
る
あ
で
と

う
合
し
話
を
手
い
担
な
的
体

的
目
が
体
自
と
こ
つ
持
を
場

の
で
域
地
、
も
度
制
の
こ
の

こ
る
く
つ
を
場
の
い
合
し
話

職
る
す
当
担
、
さ
し
難
の
と

然
厳
う
い
と
足
不
手
人
の
員

を
想
理
、
で
前
の
実
事
る
た

。
る
い
に
ず
き
で
現
実

に
論
議
的
民
国
方
り
あ
の
用
利
地
農

べらる
えみ「、

もで人
るあが

心関も
てとに

題問境
環

る」や「統一省エネラベル」など環境ラベル付き商

品を選択しているのは３割程度にとどまることが分

かった。消費者庁が2025年版消費者白書で公表した。

消費者が環境配慮商品を知ったきっかけの約８割

は「商品パッケージ」で、環境ラベルは３割台とな

った。さらに、環境ラベル付きの商品を選択してい

％、「どちらともいえない」は6.2％だった。

　環境ラベルが十分に認識されていない、あるいは

事業者に活用されていない可能性があると分析。消

費者の行動変容の促進へ認知度向上などが課題とな

っている。

環境ラベル関心低く

環境問題への関心の程度と環境ラベル付き商品の選択

•主な記事主な記事•

聞
新
済
共
業
農

面
２

合
総
合

成
形
格
価
な
正
適

む
進
討
検
み
組
仕

▲
２

合
総
面

      

合

足
発
が
連
議
造
創
来
未
で
派
党
超

面
３

険
保
入
収

険

面
５

る
い
ま
す

ツ
コ
の
凍
冷
ト
マ
ト

も
ピ
シ
レ
り
や
ん
ひ

記
も
ど
な
針
方
る
図
を
減
低
の
ト
ス
コ

。
た
し
述Ｑ

。
い
き
大
はＡ

む
進
が
足
不
手
い
担
や
化
齢
高

生
は
及
普
・
発
開
の
術
技
な
た
新
、
中

な
せ
か
欠
に
化
強
・
持
維
の
盤
基
産

、
で
方
一
。
い

一
と
備
整
盤
基

を
入
導
に
的
体

合
場
る
め
進

中
た
え
据
見
も
後
今
の
発
開
術
技
、
は

。
だ
切
大
も
討
検
の
ら
か
点
視
な
的
期

を
識
知
門
専
や
入
導
の
機
農
は
に
府
政

生
、
ど
な
保
確
・
成
育
の
材
人
る
す
有

や
細
め
き
た
え
ま
踏
を
情
実
の
場
現
産

れ
ら
め
求
が
化
強
・
実
充
の
援
支
な
か。

る

。
た
し
と
る
げ
な
つ
に
ど
な
良
改
の
でＱ

。
は
と
式
方
産
生
な
た
新

Ａ

い
す
や
し
穫
収
が
機
穫
収
動
自

走
が
車
搬
運
動
自
、
や
換
転
の
へ
種
品

明
を
ど
な
備
整
の
道
業
作
い
す
や
し
行

走
動
自
つ
つ
し
進
推
を
備
整
盤
基
た
し

草
ン
コ
モ
リ
、
栓
水
給
動
自
や
機
農
行

山
中
に
ら
さ
。
る
す
入
導
も
ど
な
機
刈

供
・
発
開
の
術
技
た
し
応
対
に
域
地
間

ど
な
注
受
の
業
作
門
専
、
て
せ
併
と
給

械
機
業
農
て
じ
通
を
ど
な
保
確
・
成
育

Ｑ

。
は
標
目
の
積
面
地
農

Ａ（
た
し

制
抑
の
用
転
地
農
な
序
秩
無
、
中
る
す

期
早
の
地
農
廃
荒
な
能
可
用
利
生
再
や

な
好
良
に
特
。
る
め
進
を
用
利
正
適
の

向
に
保
確
の
地
農
た
え
備
を
件
条
農
営

い
つ
に
全
保
・
備
整
盤
基
の
地
農
、
け

区
大
、
つ
つ
し
携
連
と
画
計
域
地
は
て

理
管
の
ど
な
理
管
水
・
り
刈
草
や
化
画

の
田
水
、
備
整
化
力
省
の
業
作

汎
用
化

施
利
水
。
る
す
進
推
を
ど
な
化
地
畑
・

期
適
、
へ
全
保
な
的
続
持
の
能
機
の
設

後
の
化
度
高
・
化
率
効
の
理
管
や
新
更

。
だ
ん
込
り
盛
も
ど
な
し
押Ｑ

用
利
な
的
率
効
・
正
適
の
地
農

。
は
て
い
つ
にＡ

し
記
明
と
く
い
で
ん
組
り
取
に
的
中
集

準
水
産
生
も
で
下
少
減
の
者
業
農
。
た

用
活
を
術
技
同
、
う
よ
る
き
で
持
維
を

を
換
転
な
的
極
積
の
へ
式
方
産
生
た
し

ス
た
し
立
成
年
昨
、
げ
掲
を
針
方
る
図

成
育
材
人
と
及
普
・
発
開
の
術
技
、
き

。
る
す
進
推
を
ど
なＱ

。
は
制
体
た
け
向
に
入
導
術
技

Ａ

大
、
者
業
事
間
民
や
者
業
農

る
す
画
参
が
ど
な
体
団
共
公
方
地
、
学

術
技
。
た
し
と
る
す
築
構
を
」
議
会
進

・
功
成
や
果
効
る
え
与
に
営
経
が
入
導

用
活
が
者
業
農
ど
な
析
分
の
例
事
敗
失

理
整
を
報
情
な
要
必
に
際
る
す
断
判
を

高
が
性
要
必
、
た
ま
。
る
す
信
発
・

発
開
の
術
技
い
高
が
度
易
難
発
開
、
く

発
開
、
り
図
を
担
分
割
役
が
者
業
事
間

トト
ンン
イイ
ポ
基
本
計
画

新

⑦⑦

（公表資料より編集部作成）

ま
い
て
じ
感
を
問
疑
は
に
と
こ
た

、
し
力
協
に
整
調
給
需
、
た
ま
。
す

米
蓄
備
た
れ
ら
取
い
買
に
国
で
価
安

わ
使
に
め
た
る
げ
下
を
格
価
場
市
が

ち
持
気
い
な
せ
る
や
も
に
況
状
る
れ

政府が価格引き下げへ今年の米 現場の声

格
価
は
府
政
、
け
受
を
り
ま
止
高
・
昇
上
価
米
く
続
ら
か
夏
昨

せ
寄
を
い
思
の
今
と
り
く
づ
米
の
年
今
、
に
者
営
経
手
い
担
の
地

約
る
す
営
経

を
ど
ん

、
が
た
し
ま
け

。
た
し
ま
え
替
り
切
と
へ
米
用
食
主

な
理
管
水
も
後
今
、
で
調
順
も
柄
作

い
し
い
お
も
年
今
、
り
配
を
気
に
ど

、
け
受
を
騰
高
価
米
の
ら
か
年
昨

家
農
る
す
新
更
を
具
機
農
は
で
域
地

出
が
し
兆
い
る
明
、
ど
な
る
え
増
が

整
調
給
需
、
だ
た
。
す
ま
い
て
き
て

く
き
大
、
中
る
す
騰
高
が
材
資
な
ま

が
準
水
の
行
現

で
況
状
う
い
と
な

れ
入
を
用
雇
、
で
と
こ
く
い
て
い
続

い
と
く
い
て
し
や
増
を
積
面
ら
が
な

。
す
ま
い

と
く
続
が
格
価
の
今
、
え
い
は
と

、
在
現
。
ん
せ
ま
え
思
も

乾
。
す
ま
い
て
れ
入
り
取
を
播
直
水

ら
か
年
今
、
れ
入
に
野
視
も
播
直
田

続
り
作
を
米
。
た
し
ま
め
始
を
強
勉

ざ
ま
さ
ど
な
料
肥
。
す
で
じ
感
た
れ

な
も
と
こ
う
い
と
た
し
や
増
を
米
用

Ｊ
を
量
全
で
々
半
と
米
用
工
加
、
く

。
す
ま
し
荷
出
に
Ａ

見
で
線
目
者
費
消
を
価
米
の
在
現

い
て
し
り
が
上
値
に
倍
が
米
た
い
て

な
ら
か
分
も
ち
持
気
い
ど
ん
し
。
る

。
す
で
い
な
は
く

、
は
出
放
米
蓄
備
の
府
政
、
だ
た

正
が
の
い
な
く
白
面
は
て
し
と
家
農

格
価
る
き
で
産
生
再
。
ろ
こ
と
な
直

過
給
供
は
降
以
産
年
来
、
で
方
一

に
い
多
も
落
暴
の
格
価
、
り
な
に
剰

政
。
す
ま
い
て
し
配
心
と
る
う
り
あ

持
維
ス
ン
ラ
バ
給
需
の
食
主
、
は
府

従
て
い
つ
に
ど
な
量
庫
在
・
量
産
生

提
・
握
把
の
で
度
精
い
高
に
上
以
来

ま
。
す
ま
い
て
じ
感
と
だ
要
重
が
供

じ
生
が
和
緩
幅
大
の
給
需
に
仮
、
た

す
戻
い
買
て
し
と
用
蓄
備
は
に
際
た

な
軟
柔
る
が
な
つ
に
定
安
営
経
ど
な

を
合
割
の
用
食
主
、
ちて（

用
料
飼

、
つ

む
ぬ
き
「
も
部
一
の
シ
コ
ロ
モ
ウ
ト

。
た
し
ま
え
替
り
切
に
ど
な
」
め
す

食
中
の
店
販
量
に
主
は
米
用
食
主

政
。
す
ま
い
て
し
販
直
に
ど
な
け
向

価
の
後
今
り
あ
も
出
放
の
米
蓄
備
府

、
の
の
も
い
な
き
で
測
予
は
格

。
す
で
い
た
し
い
願
お
を
応
対

な
定
安
不
が
向
動
の
米
用
食
主

き
続
き
引
に
め
た
の
定
安
営
経
、
中

生
約
契
の
米
酒
い
く
に
し
動
変
格
価

考
と
う
こ
い
て
し
視
重
を
売
販
・
産

原
が
蔵
酒
の
先
引
取
。
す
ま
い
て
え

こ
今
の
境
苦
で
ど
な
足
不
の
米
料

強
を
性
係
関
し
持
維
を
量
約
契
、
そ

。
す
ま
い
で

農
は
と
こ
る
げ
下
を
格
価
、
は
私

だ
と
こ
る
げ
下
を
値
価
の
事
仕
の
家

産
生
、
て
め
せ
、
ば
れ
あ
で
の
る
げ

や
後
年
５
に
者

、
え
据
見
を
後
年

な
う
よ
る
け
い
て
し
産
生
て
し
心
安

。
す
で
い

だ
米
は
の
る
れ
ま
生
ら
か
ぼ
ん
田

光
観
の
須
那
。
ん
せ
ま
り
あ
は
で
け

を
系
態
生
や
景
風
園
田
る
あ
で
源
資

る
い
て
し
持
維
を
域
地
村
農
、
り
守

。
す
で
家
農
は
の

日
る
い
て
れ
さ
価
評
も
ら
か
外
海

域
地
間
山
中
、
は
幹
根
の
値
価
の
本

き
て
け
続
り
守
ら
か
く
古
、
め
含
を

」
い
た
り
作
を
米
「
は
に
域
地
。
す

ま
い
も
者
若
た
し
農
就
で
業
兼
と

安
、
い
高
が
格
価
の
粒
米
に
単
。
す

、
め
含
を
模
規
小
中
、
く
な
は
で
い

て
し
残
う
ど
に
来
未
を
作
稲
の
本
日

向
を
心
関
も
民
国
も
国
、
に
か
く
い

。
す
で
い
し
ほ
て
け

ド
ン
ラ
ブ
米
、
町
須
那
県
木
栃
▽

約
稲
水
、
店
本
作
稲

の
ひ
さ
あ
「
に
心
中
を
」
リ
カ
ヒ

、
）
ど
な
」
星
の
ぎ
ち
と
「
」
夢。

歳

。
す
で
い
た
き
い
て
し
に
固

田
社
会
限
有
、
町
頭
八
県
取
鳥
▽場

農
中

０
１
稲
水
、
役
締
取
表
代

。
歳

子
梨
真
の
妻
、
は
㊨
ん
さ
上
井

（ん
さ

り
取
に
培
栽
に
共
と）

む
組

あ
は
り
わ
変
に
と
こ
る
け

効
・
化
力
省
。
ん
せ
ま
り

こ
る
め
進
に
ら
さ
を
化
率

も
に
動
変
の
格
価
、
で
と

立
確
を
営
経
る
き
で
応
対

て
え
考
と
い
た
き
い
て
し

。
す
ま
い

株
、
市
仙
大
県
田
秋
▽

、
表
代
園
農
北
仙
社
会
式稲

水

。
歳

や
費
材
資
。
す
で
い
た
し
待

じ
応
に
ど
な
騰
高
の
費
件
人

あ
で
価
対
き
べ
る
あ
来
本
た

下
現
、
は
出
放
の
米
蓄
備

て
え
考
と
当
妥
は
で
況
状
の

ぐ
防
を
大
拡
入
輸
。
す
ま
い

大
は
定
安
の
給
需
も
に
め
た

。
す
で
切

か
す
残
う
ど
を
作
稲

を
価
対
き
べ
る
あ
来
本

応
対
に
動
変
格
価
で
化
率
効

ん
さ
朗
二
敬
上
井
・
町
須
那
県
木
栃

ん
さ
志
里
中
田
・
町
頭
八
県
取
鳥

ん
さ
顕
田
須
小
・
市
仙
大
県
田
秋

実委割
役自見

を
上
び
か

地
６
・

き商品の選択

記
も
ど
な
針
方
る
図
を
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低
の
ト
ス
コ

。
た
し
述Ｑ

。
い
き
大
はＡ

む
進
が
足
不
手
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担
や
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齢
高

及
普
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発
開
の
術
技
な
た
新
、
中

維
の
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基
産

。
た
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と
る
げ
な
つ
に
ど
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良
改
の
でＱ

。
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式
方
産
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たた
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や
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穫
収
が
機
穫
収
動
自

走
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自
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換
転
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を
ど
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業
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業
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画
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術
技
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ま
い
て
じ
感

、
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力
協
に
整
調
給
需
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米
蓄
備
た
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国
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め
た
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げ
下
を
格
価

ち
持
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い
な
せ
る
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ど
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。
す
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感
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れ
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も
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と
た
し
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増
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々
半
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工
加
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ま
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出
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Ａ

見
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目
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消
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在
現
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て
し
り
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値
に
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た
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す
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出
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備
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て
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農
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給
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落
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い
て
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と
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仮
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。
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光
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。
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▽
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て
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Ａ
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２
０
２
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光
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光
陽
太
、
が

業
農
は
地
農
な
う
よ
る
い

農
営
。
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Ａ
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２
は
道
海

的
域
広
で
内
体
治
自

こ
う
い
と
た
て
立
を
画
計
な

具
で
位
単
落
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入
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仙
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Ｎ
Ｓ
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４
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友
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７
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築
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収
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ど
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サクッと軽いタケノコとふんわりメレンゲが春らしい一品。タケノコのカリウムが余分な塩分を整え、食物繊維が腸の調子をサポート。チロシンがだるさを和らげ、卵のたんぱく質が体力回復を支えます。

調理時間 約30分
【材料（８個分）】

ポイント
フードコーディネーター 前田  茂子

【作り方】

1 卵黄にAを混ぜ、薄切りにした水煮タケノコにからめる。※トレーに薄切りにしたタケノコをざっと並べ、Aを回しかけると
からめやすい。※タケノコは、割れやすいので優しく扱ってください。

ひと手間かけて

3 アルミホイルに 2を少しずつずらして5～6枚ほど重ね、オーブントースターで7～10分程焼く。タケノコ同士がくっついて離れなくなり、ほんのり焼き色がついたらOK！※高温すぎるとくっつく前に焦げるので注意。

4 卵白を泡立て、メレンゲを作る。８分だてになったら、
白だしを数滴（小さじ１/３程）入れ、角が立つ程度（９分だ
て）のメレンゲにする。

※片栗粉を振るとべたつきますが、3でタケノコ同士がくっつきやすい。

2 1に片栗粉を振ってからめる。

水煮タケノコ…………………　　横に1～2㎜程度の薄切りにして　　根元の方は大きいので半月に切る卵 ……………………………　　卵白と卵黄に分けるスライスチーズ………………　　1枚を縦に2枚に切る　　白だし……………………
　　みりん……………………
片栗粉 ………………………
粗挽き黒コショウ……………

約300g

2個

1パック（5枚）

大さじ1
小さじ2
大さじ3
少々

A

5 3の上にスライスチーズ、メレンゲの順でのせ、オーブン
トースターでメレンゲの表面が乾き、上の部分に軽く焼き
色がつくまで低温で5～6分程度焼く。※焦げやすいので注
意。仕上げに粗挽き黒コショウを少量振る。※冷えた時は、必ず電子レンジかオーブントースターで温め、
　チーズが少し溶けるくらいで召しあがってください。
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そなえ の

　予期しない失敗や思いがけない出来事が、結果的に良い方向に転じること。
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じゃん!

う-ん

記事の作成

ができるまで

取材

準
備

い
い
な
ぁ

　
さ
す
が

　
　
稲
田
さ
ん

い
や
ぁ
〜

1

2

3

4 5

6

知ってほしいNOSAIのコトもっと
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稲
田

パ
シ
ャ

け

が

こ
う

み
ょ
う

NOSAIことわざ通信

備野 たね
いつも明るくまっすぐ
に取り組むNOSAI新
入職員。周りに支えら
れながら奮闘中！

会議でテーマや原稿分担を決め
ます。各支所に広報担当者を配
置し、連携しながら企画を進め
ています。制度の仕組みや地域
の話題、営農や暮らしに役立つ
情報を分かりやすく提供できる
「読まれる広報誌」を目指します。

原稿や誌面のデザイン案を
考えます。
伝わる・読みやすい・
魅力的な記事になるように
試行錯誤･･･！

誤字脱字の最終確認を
行い、印刷・製本へ。

製本された広報誌は
NOSAIかごしまに関わる
約４万5,000 戸の皆さまの
もとへお届けしています。

NOSAIかごしまでは、SNS や
新聞でも情報をお届けしています。

取材先が決まると現場へ。
取材と写真撮影を行います。

話しやすい雰囲気づくりを心がけ、雑談や話の掘り下
げを大切にしています。同じ作物であっても、取り組
み方や考え方はさまざまで、知識や経験、熱い思いを
直接聞くことができる取材は、自分自身にとって学び
の場にもなっています。（取材担当：肝属支所・菅）

印刷会社へ入稿後、完成した
誌面の校正を行います。職員
で共有し、アイデアを出し合
いながら修正を繰り返します。

怪我の功名
け　   が　　  　　  こう みょう

Vol.3　広報『怪我の功名』編

　取材のため畜産農家のもとへ。自然な表情を撮ることに苦戦しますが、
予期せぬ失敗が意外な結果に…？

　多くの方々の協力に支えられ発行を重ねてきた広報誌
「NOSAIかごしま」。一冊の誌面がどのように生まれる
のか、取材から制作までの舞台裏をご紹介します。

今
日
は
取
材
に

来
て
い
ま
す
！

は
い

撮
り
ま
ー
す
！

ま
だ
ち
ょ
っ
と

表
情
が

硬
い
か
な
ぁ…

そ
ん
な
こ
と
も

あ
ろ
う
か
と

さ
ん
！

く
ん
！

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す…

！

こ
れ…

！

間
違
っ
て

シ
ャ
ッ
タ
ー

押
し
ち
ゃ
っ
た 

お
っ

予
備
の

バ
ッ
テ
リ
ー
…

忘
れ
ち
ゃ
っ
た
…
？

バ
ッ
テ
リ
ー
を

替
え
て…

あ
っ
！

い
い
表
情
が
撮
れ
た
ね
！

こ
れ
ぞ
ま
さ
に

「
怪
我
の
功
名
」

も
う
一
枚

お
願
い
し
ま
すあ

っ

え
っ

嘘…

え
！ 

そ
れ
は

困
っ
た
な
ぁ

充
電
切
れ
た
の
で

替
え
ま
す
ね

自
然
な
表
情
を

引
き
出
す
の
っ
て

簡
単
じ
ゃ
な
い

で
す
ね…

！も
っ
と

精
進
し
ま
す
！

「わたしの手から」福﨑さん
⇒特集記事は６ページへ！

農業共済新聞

農業共済新聞

取材先の下調べも

念入りに…！ 写真撮影では

自然な表情を

引き出せるよ
う

工夫していま
す。

読みやすい？ 
　伝わりやすい？

@nosai_kagoshima

写
真
は

こ
っ
ち
の

　
　方
が

　い
い
か
も

95％

 広報誌「NOSAIかごしま」

Instagram
誌面の概要や取材の裏話をお届け！

令和7年10月より Instagramを
始めました。
取材の様子や鹿児島の旬な
農業情報を発信しています。

試し読みキャンペーン実施中！
お気軽にお問い合わせください。

農政や営農情報も詳しくご紹介

NOSAIかごしま 本所企画管理課まで

TEL 099-255-6161

少
し
表
現

変
え
て
み
る
？

お申し込み・お問い合わせ



※回答は１分程度で終わります。

※家畜共済は質問内容が異なります。加入申込時に専用のチェックシートを配布します。
※収入保険は、加入申請時または実績報告時に専用のチェックシートを配布します。

作業前に危険箇所を確認し、
障害物の除去などを
行いましょう。

トラクターに乗る際は、
ヘルメットやシートベルトを
着用しましょう。

トラクターは、安全フレーム（また
は安全キャブ）が装着されたものを
使用し、走行時は折りたたまず、立
てた状態を保ちましょう。

※併せて無事故割引・有事故割増係数（等級）も変更になります

春の農作業前に、もう一度確認を
　春は作業が本格化し、農機具の使用頻度も高まることから、転倒・転落などの事故が起
こりやすい時期でもあります。
　普段使い慣れているからと油断せず、日々の作業で見落としがちな「安全の基本」を改め
て確認しましょう。

農機具損害共済

掛金率等（対万円）　　　　　  現行 　　　　　　　　　  改定後（令和８年4月～）
掛金の改定について 仕組みの変更について

区分名

一般用機具
（乗用トラクター・乗用型田植機等）

収穫・運搬用機具
（自脱型コンバイン・ハーベスター等）

臨費特約無
掛金等（対万円） 掛金等（対万円）

45円

60円

臨費特約付

51.1円

67.6円

臨費特約無

62円

69円

臨費特約付

69.85円

77.55円

畜産用機具
（ロールベーラー・ヘーモア等） 100円 111.6円 150円 166.65円

トラクター運転の注意点

事故を防ぐためのチェックポイント

農機具損害共済の補償内容が見直されます（令和８年４月責任開始から）

　トラクターがほ場に進入しようとしています。この場面には、事故につながりかねない注意点があります。

　環境整備・安全装備は万全ですか？

　慣れている作業ほど、油断が事故につながります。一つ一つの確認が、大きな事故を防ぎます。
　春の作業が始まる前に、農機具損害共済の補償内容についても一度確認しておくと安心です。

１　 盗難による損害が補償対象に追加
２ 　共済加入金額の上限が2,000万円に 

UP（従来1,500万円）
３　 修理工賃の補償が6,000円にUP    
（従来5,000円）

４ 　免責額の見直し
５ 　その他免責事項の改定

～詳細については、農機具損害共済パンフレット等をご確認ください～

ヘルメットを着用しておらず、
転倒した際の被害が
拡大する危険があります。

安全フレームを
立てておらず、
転倒した際に
下敷きになる
危険があります。

進入路に対して斜めに
入ると、滑落や転落の
危険があります。

草刈りがされておらず、路肩が
見えづらいため、ほ場進入路から
逸脱し、転落する危険があります。

check１
check2

check3

point4

point1 point2

point3

安全フレームを倒して
よいのは、軒の低い車庫
に入るときなど、特別な
場所に限られ
ます。

危険箇所には、
ポールなどを設置し、
路肩を「見える化」
することも有効です。

point5 point6

農業共済・収入保険ご加入の皆さまへ

「環境負荷低減チェックシート」
の提出にご協力ください

　農林水産省では「みどりの食料戦略システム」に掲げる環境負荷低減の取り組みを推進するため、
令和６年度から、各種補助事業を受けるにあたって、環境にやさしい取り組みの実践を要件としてい
ます（「環境負荷低減クロスコンプライアンス」）。

　収入保険および農業共済（農作物共済、家畜共済、畑作物共済、果樹共済、園芸施設共済）では、
環境にやさしい最低限の取り組みの実践は「要件」ではありませんが、皆さまが日頃から実践されて
いる取り組みは消費者に伝わり、その評価にもつながります。
　加入申し込みを行う農業者の皆さまには、環境にやさしい最低限の取り組みの実践と「チェックシー
ト」の提出にご協力をお願いいたします。

環境負荷低減の７つの基本的な取り組み

NOSAI かごしまNOSAI かごしま 10　11

BAD GOOD×

参考情報チェックシート提出までの流れ

スマートフォンで二次元コードを読み取る
と、環境負荷低減のチェックシートの回答
画面が開きます。複数の事業に加入してい
る方は、最初の加入申し込みの
際に提出いただければ結構です。

環境負荷低減の
クロスコンプライアンスの解説等は
こちらからご確認いただけます

　農林水産省ホームぺージ
　「環境負荷低減クロスコンプライアンス」
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/
kankyo/seisaku/midori/kurokon.html

適正な施肥

ヘルメット

シートベルト

安全フレーム付き
トラクターの利用

適正な防除 エネルギーの
節減

悪臭・害虫の
発生防止

廃棄物の発生抑制
循環利用・適正処分

生物多様性への
悪影響の防止

環境関係法令
の遵守



　加入の理由は、新しいことにチャレ
ンジできると思ったからです。失敗
しても補償があることで、一歩踏み
出す勇気が持てます。過去の売り上
げが実績として評価されるので、売
り上げを伸ばそうという活力にも
なっています。
　天候不順など、これまでの経験だ
けではどうにもならないことが増え
ています。生産も
販売も自分で考える
経営者として、
収入保険は必要
だと感じてい
ます。

読
者
か
ら
の

お
た
よ
り

―
農
業
に
挑
戦
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か

け
は
？

　
ス
ポ
ー
ツ
用
品
店
で
働
い
て
い
ま
し
た

が
、
40
歳
と
い
う
節
目
で
、
自
分
の
責
任

で
す
べ
て
を
行
う
仕
事
が
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
高
齢
化
が
進
む
農
業
は
、
ま
だ

挑
戦
の
余
地
が
あ
る
産
業
だ
と
感
じ
、
一

か
ら
始
め
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

―
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
づ
く
り
で
大
切
に
し
て

い
る
こ
と
は
？

　
一
番
は
土
づ
く
り
で
す
。
先
進
的
な
取
り

組
み
を
し
て
い
る
北
海
道
の
農
園
へ
毎
年

研
修
に
行
き
学
ん
で
い
ま
す
。
土
壌
や
根

の
状
態
を
見
な
が
ら
、
何
が
原
因
か
を
分

析
し
改
善
し
て
い
ま
す
。
土
壌
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
る
と
、
作
物
は
育
ち
ま
せ
ん
。

―「
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
野
菜
」へ
の
思

い
は
？

　
消
費
者
の
立
場
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、「
お

い
し
い
野
菜
」を
作
り
た
い
気
持
ち
が
強
い

で
す
。
化
学
物
質
過
敏
症
の
方
の
存
在
を

知
り
、
誰
も
が
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
野

菜
を
目
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
最
近
の
気
候
変
化
を
ど
う
感
じ
て
い
ま

す
か
？

　
天
候
に
左
右
さ
れ
る
の
は
承
知
し
て
い

ま
す
が
、
こ
こ
数
年
の
暑
さ
は
異
常
で
す
。

２
０
２
５
年
は
猛
暑
で
不
作
と
な
り
大
変

な
年
で
し
た
。
生
産
量
を
増
や
す
だ
け
で

な
く
、
こ
の
環
境
で
何
が
で
き
る
か
を
考

え
、
で
き
な
い
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
断

す
る
こ
と
も
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

「えぐみや青臭さを抑えた、ホウレンソウの味を追求しています」と曽原さん

「誰もが安心して食べられる」
を目指して

ノーサイ　ファーマーズノーサイ　ファーマーズ

活躍する農業者をご紹介！

　  

　伝
統
野
菜
の
継
承
に
小
学
生
が
頑

張
っ
て
る
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　（南
九
州
市
・
60
代
）

　カ
ボ
チ
ャ
と
鶏
モ
モ
肉
の
豆
乳
鍋
を

作
っ
て
み
ま
し
た
。
カ
ボ
チ
ャ
が
ホ
ク

ホ
ク
で
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（霧
島
市
・
60
代
）

　生
産
者
の
仕
事
に
対
す
る
熱
意
と

本
物
に
こ
だ
わ
る
気
持
ち
が
伝
わ
り
ま

し
た
。
　
　
　

 

　（薩
摩
川
内
市
・
70
代
）

　県
内
各
地
の
野
菜
の
こ
と
や
、
頑
張
っ

て
い
る
方
々
の
こ
と
が
分
か
り
元
気
が

出
ま
す
。
　
　
　

 

　
　（垂
水
市
・
60
代
）

　屋
久
島
の
農
畜
産
物
を
食
べ
に
行
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。（
和
泊
町
・
60
代
）

　受
け
継
ぐ
人
を
訪
ね
て
の
コ
ー
ナ
ー

継
続
し
て
ほ
し
い
で
す
。
　
　
　
　

 

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　（南
九
州
市
・
70
代
）

ここがよか！
収入保険かご し ま キ ッ ズかご し ま キ ッ ズ

はな

なん きち

ふう  こ
姶良市

のびのび　たくましく
育ってください

左： 仲野 楠吉くん（7） 
中央： 楓子ちゃん（9）　右： 花ちゃん（5）

かごしまの魅
力を発見‼

おひさまコーヒー

1

2

3

4

5

YOKATOKO

所
営

TEL

南種子町茎永607-3
11:30 ～ 15:00
0997-26-7811
日・月曜日（臨時休業あり）
＠ohisamacoffee

休

DATA
1町内で栽培された米をブレンドしたチキン
カレー　2自家製鶏ハムとアボカドディップ
のピタサンド　3島で手作りされたアクセサ
リーも販売　4 落ち着いた雰囲気でゆったり
とした時間が流れる　5「多くの方に味わって
ほしいです」と章夫さんと真知子さん

　南種子町茎永の「おひさまコーヒー」は、原真知
子さん、章夫さん夫妻が営む、サーフショップ併
設のカフェ。2012 年のオープンから、地域の憩
いの場として親しまれています。
　看板メニューは、10種類のスパイスと自家製
ローリエを加えた、ほんのりスパイシーなチキン
カレー。町内で栽培された赤米と白米をブレンド
しています。香り高いコーヒーもおすすめ。島の
サトウキビから作られる分蜜糖を使った自家製ガ
ムシロップも好評です。
　「安心して食べられる食材と、ゆったりとした
時間を大切にしています」と真知子さん。ひと息
つける、やさしい時間が広がっています。

はら　ま　ち

　こ 　あき  お

志布志市有明町

さん（50）

ホウレンソウ・コマツナ（52㌃）

そ  はら まさ  き

曽原　正樹

1213 NOSAI かごしまNOSAI かごしま



療療所所診診
だより

子
牛
の「
風
邪
」の

　集
団
発
生
に
備
え
て

NOSAI かごしま
ホームページ
お知らせ一覧

https://www.nosai46.jp/informationlist/

　牛
が「
風
邪
」を
ひ
く
原
因
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
注
意
し

た
い
の
が
牛
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス（
Ｂ
Ｒ
Ｓ

Ｖ
）感
染
症
で
す
。
牛
舎
内
で
あ
っ
と

い
う
間
に
広
が
り
、
子
牛
全
頭
が
感
染

し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
症
状

が
急
に
悪
化
す
る
こ
と
も
あ
り
、
過
去

に
苦
い
経
験
を
さ
れ
た
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
場
で
す
ぐ
に
検
査
で
き
る

　近
年
で
は
、
検
査
キ
ッ
ト
の
普
及
に

よ
り
、
そ
の
場
で
簡
単
に
検
査
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
治
療
方
針
や
、

そ
の
後
の
対
策
を
考
え
る
上
で
非
常
に

有
用
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
で
発
症
予
防

　Ｂ
Ｒ
Ｓ
Ｖ
感
染
症
の
対
策
と
し
て
は

ワ
ク
チ
ン
が
有
効
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
に

は
注
射
や
鼻
腔
に
投
与
す
る
も
の
、
生

ワ
ク
チ
ン
・
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
な
ど
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

が
あ
り
、
種
類
が
豊
富
で
す
。
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
有
無
に
よ
っ
て
、
症
状
の
重

さ
や
治
療
回
数
に
大
き
な
差
が
出
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
私

の
診
療
所
管
内
で
も
、
１
回
以
上
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
て
い
る
農
場
で
は
、
治

療
回
数
が
明
ら
か
に
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　最
近
で
は
、
タ
イ
プ
の
異
な
る
ワ
ク

チ
ン
を
組
み
合
わ
せ
る
方
法
も
推
奨
さ

れ
て
お
り
、
よ
り
高
い
予
防
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。
牛
群
の
月
齢
や
発
症
時

期
に
合
わ
せ
て
、
最
適
な
接
種
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
担
当
獣
医
師
に
相
談
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　も
ち
ろ
ん
、
子
牛
の「
風
邪
」は
Ｂ
Ｒ

Ｓ
Ｖ
だ
け
で
な
く
、
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ

な
ど
他
の
病
原
体
も
関
係
し
て
い
ま

す
。
普
段
か
ら
の
健
康
観
察
、
換
気
や

飼
養
密
度
な
ど
の
環
境
管
理
も
欠
か
せ

ま
せ
ん
。「
最
近
、
風
邪
が
多
い
」「
治

療
が
長
引
く
」と
感
じ
る
場
合
に
は
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
含
め
、
一
度
対
策
を

見
直
し
て
み
る
の
も
よ
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　共済掛金等の納入は口座振替での取り扱いと
させていただいております。
　口座振替のご登録は、お近くのNOSAIへお
問い合わせください。

南薩家畜診療センター

柳田　天靖 獣医師
 やなぎ  た 　 　    てん   や

　大島支所・喜界出張所の新築工事が完了し、
令和８年４月１日より新支所・出張所にて業
務を開始します。

大島支所
 住所  大島郡龍郷町浦448番1

※瀬戸内出張所は大島支所に統合となります。

喜界出張所
 住所  大島郡喜界町湾106

　繁殖障害の治療について、令和８年４月診
療分より給付制限が設けられます。下記の場
合は保険給付の対象外となりますので、ご注
意ください。

・最終分娩日が不明な場合（導入牛など）

・最終分娩日から240日を超えている場合

最終分娩日は必ず記録し、確認できる状態で
適切な管理をお願いします。 　収入保険加入者の皆さまには、保険金等の支

払いの有無にかかわらず、税務申告書類の写し
をご提出いただいております。
　提出書類は、保険金等の支払いや令和８年契
約の基準収入の算定に使用します。確定申告後、
速やかにご提出ください。

　ご加入中の建物共済の約款は、NOSAIかご
しまのホームぺージでご覧いただけます。
　冊子の約款が必要な場合はご用意いたしま
すので、お近くのNOSAIまでご連絡ください。

検査キット
鼻腔拭い液を採取し、
10分程度で検査できる

ＢＲＳＶ対策で
主に使用されるワクチン

1415 NOSAI かごしま

家畜共済
繁殖障害の治療について

掛金等の納入は口座振替で

■NOSAIかごしま　建物共済

■保険給付対象外となるケース

■令和８年度中に保険給付対象外となる見込みの
　ケース

【お願い】

https://www.nosai46.jp/service/332/

In format ion From NOSAI Kagoshima

大島支所・喜界出張所が完成しました

収入保険
税務申告書類の提出のお願い

建物共済
約款をWeb上でご覧いただけます

編 集 後 記

　今号では、「かごしまの畜産を支えるNOSAI獣医師」を
特集しました。獣医師の立場ごとの判断の違いや、農家
の皆さんとの信頼関係の積み重ねを実感しました。農業
経営と地域の未来を支えるために奮闘する姿が、少しで
も伝われば幸いです。（平原）

　「わたしの手から」では、トルコギキョウの栽培に力を
注ぐ福﨑誠さんを取材しました。身近に栽培者がいない
中で試行錯誤を繰り返しながら、失敗にめげない姿。
たびたび口にされた「トルコギキョウが好きだから」との
言葉に、愛情を持った意思の強さを感じました。（菅）

掲載以外の情報はこちらから
ご覧いただけます



見　本はがきまたはFAXに❶クイズの答え❷郵便番号❸住所❹氏名
❺年齢❻電話番号❼好きなコーナー❽広報誌に関するご意見・ご
感想をご記入のうえご応募ください。

NOSAIクイズ

応募方法

はがき 〒890‐0064 鹿児島市鴨池新町12‐4
NOSAIかごしま 読者プレゼント係

応募締切 令和８年４月30日（木）必着

F A X 099‐255‐6190
※この応募で取得した個人情報は、プレゼントの抽選・発送以外の目的には使用いたし
ません。
※当選者の発表は発送をもってかえさせていただきます。
※ご意見の一部を「読者からのおたより」に掲載させていただく場合があります。

ホームページからも
応募可能！

上記二次元コードを読み込むと
応募画面が表示されます。必要
事項を入力し送信してください。

※写真はイメージです。実際とは異なる場合があります。
※QUOカード、QUOカードのロゴは、株式会社クオカードの
　登録商標です。

※前号の答え「かわひこ」

PRESENT 「QUOカード 2,000円分」をプレゼント！
読者プレゼント

正解者の中から
抽選で15名様に

鹿屋市串良町の福﨑誠さんが
栽培する花の名前は？

鹿児島県農業共済組合広報誌

かごしまの畜産を支える
NOSAI獣医師………………………
わたしの手から
福﨑花卉園芸　福﨑誠さん ……………

診療所だより
子牛の「風邪」の集団発生に備えて ……

P2～5

P6～7

P14

C O N T E N T S

NOSAIかごしま
インスタグラム
はじめました！

2026

Vol.17
春号

クイズの答え

「 〇〇〇〇〇〇〇 」

…

…

旬菜
レシピ

しゅんさい

旬 の お 気 軽 料 理

サクッと軽いタケノコとふんわり
メレンゲが春らしい一品。タケノ
コのカリウムが余分な塩分を整え、
食物繊維が腸の調子をサポート。
チロシンがだるさを和らげ、卵の
たんぱく質が体力回復を支えます。

調理時間 約30分【材料（８個分）】

ポイント
フードコーディネーター 前田  茂子

【作り方】

1 卵黄にAを混ぜ、薄切りにした水煮タケノコにからめる。
※トレーに薄切りにしたタケノコをざっと並べ、Aを混ぜた卵黄を
回しかける。
※タケノコは、割れやすいので優しく扱ってください。

ひと手間かけて

4 卵白を泡立て、メレンゲを作る。８分立てになったら、
白だしを数滴（小さじ１/３程）入れ、角が立つ程度（９分立
て）のメレンゲにする。

※片栗粉をからめると、3でタケノコ同士がくっつきやすくなり
ます。

2 1に片栗粉を振ってからめる。

水煮タケノコ…………………
　　横に1～2㎜ほどの薄切りにして
　　根元の方は大きいので半月に切る
卵 ……………………………
　　卵白と卵黄に分ける
スライスチーズ………………
　　1枚を縦に2枚に切る
　　白だし……………………

　　みりん……………………

片栗粉 ………………………

粗挽き黒コショウ……………

約300g

2個

1パック（5枚）

大さじ1

小さじ2

大さじ3

少々

A

5 3の上にスライスチーズ、メレンゲの順でのせ、オーブン
トースターでメレンゲの表面が乾き、上の部分に軽く焼き
色がつくまで低温で約5～6分焼く。 ※焦げやすいので注意。
仕上げに粗挽き黒コショウを少量振る。

冷えた時は、必ず電子レンジかオーブントースターで温め、
チーズが少し溶けるくらいで召し上がってください。

3 アルミホイルに 2を少しずつずらして
5～6枚重ね、オーブントースターで約
7～10分焼く。タケノコ同士がくっつい
て離れなくなり、ほんのり焼き色がついたらOK！ 
※高温すぎるとくっつく前に焦げるので注意。

タケノコを重ねる

タケノコ
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